福井県青少年愛護審議会（全体会）議事録

１　開催日時

　　平成２２年１０月２５日（月）午後３時３０分～午後５時１０分
２　開催場所

　　県庁　２階中会議室
３　出席者

(1)　委員　１５人
戎利光会長、上田秀徽副会長、浅野清美委員、伊井彌州雄委員、大塚潤三委員、

大西義幸委員、海道洋子委員、齋藤正委員、清水祥三委員、新道忠雄委員、
中川和子委員、長谷川功子委員、春木麻紀子委員、山下善久委員、
脇田淳子委員

（欠席　小川忍委員、木村愛子委員、小林弘幸委員、小林真実委員、
横山巌委員　）
 (2)　幹事　４人

桑原昌幸幹事、棟朝秀一幹事、
小和田和義幹事（代理）、牧野行治幹事（代理）
(3)　事務局　５人

山口企画幹（県民安全）ほか課員４人

４　審議内容

(1)　審議会（部会）報告

ア　６月審議会（部会）の報告
　　　　 事務局から、６月２４日開催の審議会における優良図書１０冊に係る諮問・推奨と５月における有害興行６本、有害図書等１６冊の緊急指定および６月における有害興行７本、有害図書等１０冊に係る諮問・指定についての報告がなされた。
イ　８月審議会（部会）の報告
　　　　 事務局から、８月２５日開催の審議会における優良興行1本、優良図書１０冊に係る諮問・推奨と７月における有害興行５本、有害図書等１０冊の緊急指定および８月における有害興行４本、有害図書等１０冊に係る諮問・指定についての報告がなされた。
(2)　有害図書等の緊急指定に係る報告（福井県青少年愛護条例第４８条第２項）ア　有害興行の緊急指定に係る報告
　　　　 事務局から、９月に有害興行として緊急指定した６本について、指定経緯

および指定理由についての報告がなされた。
イ　有害図書等の緊急指定に係る報告
事務局から、９月に有害図書等として緊急指定した１０冊について、指定経緯および指定理由についての報告がなされた。
(3)　ビデオ等の包括指定に係る報告

事務局から、８月に有害図書等として包括指定したビデオ等１５８作品、９月に有害図書等として包括指定したビデオ等１４７作品について、指定経緯および指定理由について報告がなされた。
(4)　図書等の推奨、指定にかかる諮問（福井県青少年愛護条例第４８条第１項第２号、第３号、第４号）
ア　優良図書の推奨

知事から優良図書の推奨に関し諮問を受けた図書１０冊について、各委員に図書を回覧するとともに事前審査を行った委員による補足説明を行ったところ、7冊を推奨、3冊（ファミリーツリー、氷の上のボーツマン、地球が回っているって、ほんとう？～小学生のやさしい天文学～）を非推奨とすることが適当との意見を得た。
イ　有害興行の指定

知事から有害興行の指定に関して諮問を受けた映画８本について、事務局から指定理由等を説明し、審議したところ、いずれも有害興行として指定することが適当との意見を得た。
ウ　有害図書等の指定に係る諮問
知事から有害図書等の指定に関して諮問を受けた図書１０冊について、事務局から指定理由等を説明し、図書を各委員に回覧したところ、いずれも有害図書等として指定することが適当との意見を得た。

５　その他
インターネット安全利用に関する講座
県が県内８０ヵ所で開催する「インターネット安全利用に関する出前講座の一環として開催。インターネットおよび携帯電話の利用に関する調査の結果の紹介、ネット依存やフィッシング詐欺等インターネットに潜む危険性の説明、フィルタリングソフトの概要等について講師より説明がなされた。
６　意見質疑等

(1)　意見

・　平成２１年度青少年のインターネット利用環境実態調査報告書によると、フィルタリング機能の利用者は約半数にとどまっている。利用していない親に理由を聞いたところ、子どもを信頼している、特に必要でないといった意見が多く、フィルタリング機能自体を知らないという意見も少なからずあるという結果の紹介がなされた。
・　事前審査の際に、図書に同封されている図書館からの内容紹介文を読むと、あとがきや図書に掲載されている紹介文と同文であることが多い。今後は、紹介文の内容に関して、推薦者（司書）の感想や意見を交えて書く等の工夫をお願いしたい。

・　図書館からの内容紹介文と、実際の図書の内容がかけ離れていたり違いや矛盾があったりと、混乱する。
・　内容に加え、挿絵等にも配慮して図書を選んで欲しい。子ども達が何度も読みたくなる図書、情景が伝わってくるような挿絵の図書を推薦していただきたい。

(2)　応答

　 ・本審議会で出された図書館からの内容紹介文への意見に関しては、担当者へ説明・改善の依頼をすることとした。
